
2019年 7月 25日 ( 毎月 3 回 5･15･25 日発行 ) 兵庫保険医新聞 ( 昭和 43 年 6 月 12 日第三種郵便物認可　年間購読料 12,000 円 ) 号外 2019年 7月 25日 ( 毎月 3 回 5･15･25 日発行 ) 兵庫保険医新聞 ( 昭和 43 年 6 月 12 日第三種郵便物認可　年間購読料 12,000 円 ) 号外 1

２０１９年７月２５日号　No.296

発行者　兵庫県保険医協会北阪神支部

                    支部長　中井通治

〒 650-0024　神戸市中央区海岸通 1-2-31

         神戸フコク生命海岸通ビル５階

(078)393-1801　 FAX(078)393-1802

ｈｔｔｐ：// ｗｗｗ．ｈｈｋ．ｊｐ /

兵庫県保険医協会

4

（次のページに続く）

市立伊丹病院と近畿中央病院が統合を協議

病院の存続と充実を求める

署名にご協力を

支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

TEL 078-393-1805 ／ FAX 078-393-1802　e-mail　arimoto@doc-net.or.jp　担当； 有本まで

☆北阪神支部ニュースへの投稿を募集しています

◆北阪神支部の会員数と組織率
　7/3 現在　医科 351 人（75％）、歯科 197 人（59％）

◆情勢と医療運動対策
　市立伊丹病院と近畿中央病院の統合に関して、「近畿中央病院の存続を求める会」

から署名協力の訴えがあり、支部として協力を決定した。また、支部総会記念企画

などについて意見交換した。

◆当面の支部活動
　医科・歯科連携研究会（詳細は上記）
◆次回幹事会
　８月 1 日（木）14 時 30 分～　いたみホール会議室 3
                 　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1805 有本・小川まで

幹事会だより

第 383 回　７月４日 ( 木 ) 伊丹市立図書館ことば蔵　参加６人

　支部は、市立伊丹病院と公立学校共済組合近畿中央病院の統合が検討されていることにつ

いて、「近畿中央病院の存続を求める会」から要請を受け、「近畿中央病院の存続と充実を求

める要望書」の署名などへの協力を決定した。会員医療機関に署名用紙を送付し協力を呼び

かけている。

　今年 2 月に、有識者らで構成される「市立伊丹病院あり方検討委員会」は「市立伊丹病院

と近畿中央病院を統合し高度急性期医療を担う基幹的な病院を目指すべき」とする報告書を

市に提出した。市と近畿中央病院側は今年度中に統合の可否を判断するとしており、統合と

なれば、現病院を廃止した上で新病院を別の場所に建設する可能性がある。また、両病院の

合計病床数は約 800 床だが、報告書では 500~600 床規模の病院が望ましいとしている。

伊丹市や周辺地域の医療を支える近畿中央

病院（上）と市立伊丹病院（右）の統合が

検討されている

医科歯科連携研究会のご案内

　テーマ　耳鼻科領域から（仮）

　日　時　8 月 31 日（土）18 時 30 分～ 20 時　

　会　場　宝塚商工会議所

　　　　　（宝塚市栄町２丁目１−２ ソリオ２・6 階　TEL：0797-83-2211）

　講　師　谷口 紀善先生（伊丹市・谷口耳鼻咽喉科医院院長）

　参加費　無料（軽食あり）

　①上顎洞へ入り込んだ異物の除去、②口腔内に落下

したインプラント部品の除去、③子どもの抜歯時の局

所麻酔によるショック発症事例など、具体的な事例と

その対応のポイントを伊丹市の谷口紀善先生にお話い

ただきます。ぜひご参加下さい。

　お問い合わせは℡ 078-393-1805 有本・小川まで
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病院署名の概要と協力のお願い

　「近畿中央病院の存続を求める会」の

要請に応じ、支部として取り組む署名は

２種類あります。一つは両病院長宛の「近

畿中央病院の存続と充実を求める要望

書」、もう一つは伊丹市長宛の「近畿中

央病院と市立伊丹病院の存続と充実を求

める要望書」です。

　会員医療機関には 7 月中旬に署名を送

付しています。署名の趣旨にご理解賜り、

医院の受付などに署名を設置いただきま

すようご協力をよろしくお願い申し上げます。

　◎署名は病院長宛、市長宛の両方にそれぞれご記入ください。

　◎恐れ入りますが、署名と同封の返信用封筒にて、8 月 16 日（第一次締切）

　　までに協会事務局までご返送下さい。

　◎医療機関窓口などに掲示できるステッカー（右）もご活用下さい。

※署名用紙の追加、ステッカーの注文、お問い合わせは、協会事務局有本・

小川　（℡ 078-393-1805、FAX078-393-1802）まで

　人類共通の願いである「核兵器のない世界」の実現を

求め、８月に広島・長崎で開催される「原水爆禁止 2019

年世界大会」を目指し、全国の市町村を結んで歩き続け

る「国民平和大行進」が今年も行われた。小泉勇支部幹

事（原水爆禁止伊丹協議会理事長）が、７月８日に伊丹

市役所前に到着した一行を出迎え、激励のあいさつを行っ

た。あいさつの内容を紹介する。

　今年も皆さんの元気な姿を見ることができました。

2017 年に世界中 122 カ国の賛同で核兵器禁止条約が実

現しました。実現の背景には、被爆者の努力とそれを支

えて 70 年以上運動してきた国民の協力があったからです。

　しかし、核兵器禁止条約から２年という月日が経っても核保有国を中心に一部の国々はこ

の条約に背を向けています。さらに唯一の被爆国である日本の安倍政権も参加していません。

　核兵器廃絶は一挙に進むわけではありませ

んが、「アメリカの核抑止力」によって守られ

ているからと、条約に不参加で良いのでしょ

うか。日本こそ先頭に立って核兵器廃絶を核

保有国に訴えるべきではないでしょうか。こ

れからも希望を持って、日本が条約に参加す

るように力を合わせましょう。

　さらに、安倍政権は憲法 9 条を変えて「ア

メリカと一緒に戦争を行う国」にしようとし

ており、今回の参議院選挙で多数を占めれば

改憲に大きく舵をきろうと考えています。暴走をゆるさぬように力を合わせましょう。熱中

症にかからないように気をつけて行進してください。
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兵庫県保険医協会のホームページは

　http://www.hhk.jp/
＊生涯研修に役立つ各種研究会のご案内、生活を支える共済制度のご紹介、日々

の協会活動報告を掲載しております。ぜひご覧ください！

（前のページから） 国民平和大行進　小泉勇幹事が激励あいさつ

あいさつをする小泉先生

伊丹市役所前を出発する平和行進参加者

核兵器禁止条約への参加求め
力を合わせよう

　「近畿中央病院がなくなっては困る」「病床数が減って入院できなくなるのでは」と、病院

近隣の住民が「存続を求める会」を発足し、「近畿中央病院の存続と充実を求める要望書」

の署名に取り組み、市と近畿中央病院は両病院の存続・連携を前提として必要な病床数を確

保するための協議をすべきと呼びかけている。

　支部は７月の幹事会で会から署名への協力要請を受けた。出席した支部幹事からは両病院

とも築 30 年以上が経過し老朽化しているため建替えが必要だが、身近に病院がなくなった

り病床が減れば医療へのアクセスが遠のく恐れがあり、安心して医療を受けられる体制の維

持は重要、などの意見が出され、会の趣旨に賛同し署名への協力を決定した。

公⽴学校共済組合理事⻑ ⾦森越哉様 
近畿中央病院病院⻑   有⽥憲⽣様 
 

近畿中央病院の存続と充実を求める要望書 

 

【要望趣旨】 

  伊丹市は今、近畿中央病院と市立伊丹病院の統廃合を打ち出しています。  

そして高度急性期医療センターを作ろうとしています。 

わたしたちがお世話になっている近畿中央病院は、特に伊丹市民(南部)と尼崎市民(北部)にと

って唯一の大切な総合病院です。 

近畿中央病院があるからこの近辺に引っ越してきた人、病気や事故から癒えた人も多く、もし

私たちの住む地域から唯一の総合病院がなくなれば、医療空白地になりとても困ります。 

                   

近畿中央病院は 1 日の患者数は 844 名と聞いており、診療科目も産婦人科をはじめ、充実

しており救急時や疾病の際、私たちにとって身近でとても頼りになる病院です。 

遠くへ移転したり無くしたりすることはとても考えられません。既に耐震工事も始まっている

と聞いており、ぜひこの地で存続・充実させて頂くようお願いします。 

【要望事項】 

近畿中央病院の存続と充実を求めます。 

氏   名 住     所 

  

  

  

  

  

 
 

 

 

 
近畿中央病院の存続を求める会 

署名のお届け先 
最寄りの「近畿中央病院の存続を求める会」のステッカーのあるお宅に

投函くださるか、下記まで郵送ください。 ご協力下さる方を募集中

代表世話人(伊丹) 原田雅代 伊丹市野間 1 丁目 11­２４ 

代表世話人(尼崎) 小迫 勇 尼崎市塚口町 6 丁目 7­1  

連絡先   (大野)  ０７２（７７８）７４８７ 

伊丹市長  藤原保幸様 

 

近畿中央病院と市立伊丹病院の存続と充実を求める要望書 

 

【要望趣旨】 

伊丹市が設置した「市立伊丹病院あり方検討委員会」は 2 月 5 日、市立伊丹病院は近畿中央病

院と統合し、高度急性期医療を担う５００から６００床規模の阪神北圏域における基幹病院を目

指すべきとする「検討報告書」を市長に提出しました。 

これを受けて市長は、統合を前提として近畿中央病院(公立学校共済組合)と協議するとしてい

ます。 

しかし２つの病院が１つになれば身近な病院がなくなり、ベッド数を現在の８００床から減ら

せば、必要な入院治療・療養を受けられなくなる事態が広がります。 

 

私たちは、両病院の建て替えに当たっては、統合を前提とした協議ではなく、高齢化社会に向

けて必要なベッド数を確保して両病院の存続・連携を前提として協議をするべきと考えます。 

また検討に当たっては市民に十分な情報公開を行なう中で進めることを希望します。 

 

【要望事項】 

①近畿中央病院と市立伊丹病院の存続と充実を求めます。 

②地域ごとに市民の声を広く集め、情報公開を行なうこと。 

 

氏  名 住    所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 代表世話人(伊丹) 原田雅代 伊丹市野間 1 丁目 11－24 

                 代表世話人(尼崎) 小迫 勇 尼崎市塚口町 6 丁目 7－1 

                   連絡先    (大野)  ０７２（７７８）７４８７ 

近畿中央病院の存続を求める会

署名用紙の左右両方にご記入ください

通話料無料　（0120）979-451

健康情報テレホンサービス

月曜日　閉経後の性生活

火曜日　口臭に悩むあなたへ

水曜日　胃食道逆流症について

木曜日　夜間頻尿

金土日　アルツハイマー型認知症の新しい治療薬

Web site でも

ご覧いただけます

<8 月のテーマ >

＊ 12 日～ 15 日は金土日のテーマを放送します。

病院の存続を
訴える

ステッカー


